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遺伝生態研究センターの発足に伴い一言御挨
拶申し上げます｡昭和14年の設立以来,半世紀
に近い歴史を持っ農学研究所は,その幕を閉じ
ここに新しく遺伝生態研究センターが発足する
ことになりました｡
私は,農学研究所報告の最終号の序文に,今
まで農学研究所で蓄積されました研究情報は,
新しい学問分野の確立にとって大きな役割を演
ずるであろうと書きました｡我々は,農学研究
所における研究基盤に立脚した学問研究の発展
は,単にその圭的な延長に止まらないで質的な
発展,展開をなすことを期待致すと同時に,そ
れは我々の使命とも考えるものであります｡
現在,センターという名称のもつ意味は世界
的にみてもきわめて多様であります｡それだけ,
各分野においてセンターという名称のもつ意味
に多様な発展の可能性も期待していることにも
なると思います｡我々は,東北大学評議会にも,
農学研究所の時代と同様に参加致すことになり,
大学の管理運営においても引きつづき貢献致す
ことになりました｡
今年は明治120年に数えられ,あたかも丁度
遺伝生態研究センター長
菅　　　　　洋
戊辰の年にあたります｡ 120年前の戊辰の年に
おこった歴史的事実と重ねあわせて考えると,
いささか別の感慨も胸に去来致しますが,慶応
から明治へと年号の変化は,西歴で言えば1867
年から1868年へと,連続した数字の変化にすぎ
ませんが,明治と言う年号は,江戸時代という
近世から現代への変化のスタートと言う大きな
意味がありました｡丁度はからずも,この戊辰
の年に我々が新しい出発点に立ったことに,臥
は大きな感慨をおぼえるものであります｡
また,新しく発足したセンターは,全国共同
利用という今までになかった新しい使命をになっ
ております｡今まで所員が個別につちかってま
いった国内外の研究者との間のヒューマン･リ
レーションを,新しいセンターのこの目的のた
めに貢献してもらう必要があります｡センター
のこの新しい使命は,学際領域において新しい
学問分野を確立することに責献する上で大きな
役割を演ずるものと思われます｡
全国共同利用という機能につきましては,と
りあえず施設利用というよりは情報交換に主眼
をおき,本年は4-5件のワ-ク･ショップの
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実施を計画したいと考えております｡また,共
同研究におきましても,着実な発展をめざして,
本年はささやかでありましてもその第1歩を歩
み出す必要があります｡
ダーウィンが｢種の起源｣を書いた頃,遺伝
の法則はいまだ解明されておらず,そのような
状勢の中で,しかしダーウィンは自然界に存在
するダイナミックスの不思議に気がっきました｡
今世紀初頭のメンデルの法則の再発見以来,逮
伝学は遂に今日の遺伝生物学の隆盛を見るに至
りました｡
しかし,ダーウィンの措いた自然生態系にお
ける多様な生命の生活の遺伝的基礎について我々
の理解はいまだその入口にも達していないとも
考えられます｡ここに,学際領域として遺伝学
と生態学の両分野にまたがる興味深い研究分野
があり,農学研究所の過去の研究蓄積に立脚し
て我々はその発展に貢献致したいと念願するも
のであります｡
現在,農業はまたいろいろな意味で新しい時
代に突入しっつあり,各方面からいろいろな提
言がなされておりますが,我々の冒ざす研究分
野も,またそれらに新しい情報をもたらすこと
に役立つだろうと思われます｡
遺伝生態研究センターは,生態生理,適応生
態,遺伝子生態,環境情報の4研究部門と生態
システムの客員研究部門と,事務部には庶務,
会計,共同利用の3掛りをもって発足致しまし
た｡いろいろ,問題は山積しており,さびしい
情勢のもとでのさびしい開幕ではありますが,
我々は最善の努力を致す覚悟でありますので,
諸先輩各位の御支援を心からお願い致す次第に
ございます｡新しいセンターの発足にあたって,
一言所感を申しのべ御挨拶に代えさせていただ
きます｡
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センタ-の租要
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Ⅰ設置の主旨
生態学は生物の種が過去の生活を経て現在
に至り,どのような生活を営み,将来の生活
がどのように変遷してゆくかを生物をとりま
く環境との関連において研究する学問分野で
ある｡いかなる生物も個体単独では生活する
ことができず,それぞれの環境の中で,他の
生物個体と密接な関係を保ちながら生活して
いる｡
このようにある地域の多種多様な生物個体
は, 1つの集合体をっくり,その環境(土壌,
大気,水など)と相互に依存しあって生活し
ており,この生物集団に環境を含め一般に生
態系と呼んでいる｡
生態学の主要な研究対象は,この生物集団
と生態系であるが,これまで生態研究は生物
種の分布と変動,その生活様式,生態系の化
学的変化等について,観察を中心とした現象
把糧的な研究に重点がおかれてきた｡
しかし,近年はDNAを中心とする遺伝子
に関する研究の急速な発展により,遺伝子生
物学が形成され,伝統的な立場を守ってきた
生態学分野においても遺伝子情報を導入した
新しい学問領域が開拓され,実験的,理論的
研究の可能性をもたらしている｡
一方,バイオテクノロジーの発展に伴い,
生物種のもつ遺伝子を組み換え新しい能力を
そなえた生物が造られるようになり,これら
の生物が生態系に定着できるかどうか,また
定着した場合,他の生物や生態系にどのよう
な影響を及ぼすかなど生態学上の新しい課題
が生まれている｡
農学研究所は昭和14年に創立以来,土壌環境,
生理生態,作物災害,生産構造等の研究分野に
おいて生態的視点を積極的に導入し研究を進め
てきた｡
特にイネ品種の発芽,生育特性の生理的,遺
伝的解析,植物および菌類における光形成反応
の研究,ストレス下の植物の生長の研究,植物
における細胞融合の成功,土壌環境中の病原性
および非病原性微生物の研究などの研究成果は,
いずれも遺伝生態学を発展させるための貴重な
基盤となるものである｡
今回,農学研究所はこれまでの研究実績を基
盤に,生態系における生物種の遺伝的基盤に関
する実験的研究の発展を図るため,同研究所を
全国共同の遺伝生態研究センターに転換するこ
ととした｡
Ⅱ　共同研究
本センターは,遺伝生態という新分野の開
拓をめざして,国の内外の研究者と情報や意
見の交換を行うことを重視して,全国共同利
用の機能を持たせた｡具体的には,つぎのよ
うな企画にとり組む｡
(1)ワーク･ショップ:特定のテーマについ
て,数人程度の研究者が集まり,情報の分
析,意見の交換を行い,その成果を報告書
としてまとめる｡できうればさらに発展さ
せて成書として出版することを試みる｡
(2)研究会:特定のテーマについて数人以上
の研究者が集まり,互いに情報と意見の交
換を行う｡
(3) ｢センター便り｣での紙上討論:各地の
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研究者より寄せられる情報,意見,感想を　　　　演会などの多人数を対象とした企画をも試
センター通信で発表し,さらに多くの研究　　　　みる｡
者との意見交換をはかる｡　　　　　　　　　　　　又,本センターの実験施設を利用した共
(4)その他:必要に応じてシンポジウム,講　　　　同研究についても,可能な限り推進する｡
Ⅲ　研究部門の研究内容
部門名 侈Hｸi>?R?
生態生理研究 偃ﾘ,ﾈ?6??饑?ﾉJﾘﾋｸ,儺ｹwh,?i?宿?,亊h+x.侈Hｸb?
生物のもっている特定の形態と能力は,生体に組み込まれている遺伝子に基礎を 
もち,その発現は生態因子によって著しい影響を受けるo 
生物のこの特定の形態と能力の発現に及ぼす,生態因子の影響とメカニズムを解 
明し,その遺伝子的背景を研究する○ 
適応生態研究 ?i?ﾆ????偃ﾘ,ﾈ?6?ｸ,i¥??ｸ,亊h+x.侈Hｸb?
生物の形質には,個体間で差異が認められ,それらの変異は生物が特定の環境条 
件に適応して生活する上で役立っている○ 
また,変異の程度は環境ストレス因子により著しく拡大される○種々の環境スト 
レス下において,特定環境への適応に有用な遺伝的変異を研究するo 
遺伝子生態研究 ?ﾈ酵4??)6???ﾉ¥?X+ﾙ?Z?ﾉ??ﾆ??????H,亊h+x.侈Hｸb?
バイオテクノロジーにより遺伝子が組換えられた生物が,自然条件下でどのよう 
な行動をとるかは全く未知の分野である○ 
遺伝子組換えされた生物がどのような遺伝子発現をするか,自然条件下における 
行動に関する研究を行うD 
環境情報研究 ?iZ?ﾈ/??隰(ｺｸ*?y(ｨ?+8.ｨ.?饑?ﾈ??,bﾈ+ｸ,ﾈ顥<??ｸ,ﾈﾊHｸb?
生物をとりまいている微小環境は,環境因子と生物の活動の相互作用の場であるo 
その性質には生物の種の特異性が存在するが,特に地下部環境については未知の因 
子が多い○ 
植物の地下部の環境について,土壌および土壌微生物の面からの働きを,植物の 
種特異性との関連を中心に研究するo 
生態システム研究 ?)6???ｸ,hｬ(ｺｸ宿?/?i?,h+X+ﾙ?Z員y&8,ﾉ:?H8(6h8ｸ嶌,亊h+x.侈Hｸb?
(客員部門Ⅰ種) 俾?(､X,X,ﾘ?&8/?ﾉ?+x.?iZ稲ﾘ,ﾈ?6???ｸ,hｬ(ｺｸ,h,ﾉ:ﾘ*ｸ*?(,Rﾈ+8-ﾈ+H-ﾂ?
な生態系が形成されている0本研究部門においては,上記各部門や,その他の研究 
成果を総合して,この生態系から安定したシステムとして成立する条件を,生物種 
のもつ遺伝子特性と環境因子を用いてモデル化する○ 
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Ⅳ　組　　織
センター長
一寄　稿-
′■ヽ
運営委員会 們??駟k?
運営協議会 
生態生理研究部門
適応生態研究部門
遺伝子生態研究部門
環境情報研究部門
生態システム研究部門(客員部門)
環境制御実験室
遺伝子実験室
湛水生態系野外実験施設
ラジオ･アイソトープ実験室
温室･ガラス室
庶　務　係
会　計　係
共同利用係
京都大学理学部教授
河　野　昭　一
′一　機能生態学の今日的課題
植物の生理機能に関してこれまでなされてき
た広汎な比較研究による成果や,近年における
環境生理学の発展がもたらした数多くの新事実
は,植物が保有するさまざまな生理的特性は,
明らかに,それぞれの植物が生育する環境要因
に対する直接適応的な生理機能の分化の結果で
あることを明瞭に示している｡今日,進化生理
生態学または機能生態学と呼ばれる新しい分野
が台頭してくる中で, "生物の種を,さまざま
な代謝的要求に対して資源またはエネルギーの
固有な分配機構を有する一つのシステム"とみ
なす見方が定着しつつあるが,こうした視点は
Cody (1966)のいう分配原理(Principles of
Allocation)に準拠しており,個々の生物が
いかに個体の生命維持と種族維持の双方にバラ
ンスのとれた形でエネルギー,または資源の分
配を行っているかを問題とする｡淘汰圧がもた
らした帰結が,個々の種に属する個体の生存率,
増殖率,成長速度など,適応度(fitness)の
直接的な測度にいかなる最適化を生みだしてき
たのかを知ることはきわめて重要である｡
一方,この最適化があらゆる生理特性に同時
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に,同一のtempoで引き起こされてきたとは
とうてい考えられないから,必然的に生体内に
はある種の生理的な相補的バランス(trade-
off)系みたいなものが形成されて来たと考え
るのが妥当である｡このような生理的相補系の
成立機構の解明は,生理学的手法を用いて初め
て可能となるであろうし,その他の生活史のパ
ラメーターにみられるtrade-offの関係は,個
体群統計学的手法を使わなければ解明がおぼつ
かないかも知れない｡ここに生理学と生態学の
新たな接点がまた生まれてくる｡理想的なこと
をいえば,最適化のモデルを組み立てるために
は,種々の個体群統計学的パラメーターに認め
られる適応的帰結と関連させて生理機能の諸過
程を評価することが必要となる｡この場合,植
物が示す発育相の変化に応じて,適応度の構成
要素にいかなる進化的変化が生じて釆たかをは
たして読みとることができるか否かが問題とな
る｡
Calon (1984)がいう"最大化原理(Maxi-
mization Principle) "によれば,植物個体当
りのエネルギーまたは資源の生産量を最大にす
れば,必然的に適応度を最大に導くことになる｡
なぜなら,個体のエネルギー生産量が増大する
ことによって成長速度はより大きくなり,特定
の個体の個体サイズは大型となり,究極的には
増殖率そのものを最大に導くことになるからで
ある｡この事象の解明に関する限り,生理学は
きわめて有効性を発揮できるであろう｡しかし,
いかなる生理機構の諸過程も,生理的な相補的
制御系も,個々の種が保有する遺伝的プログラ
ムの支配を受けているから,エネルギーまたは　　ヽノ
資源の分配様式に関する研究においても,遺伝
学的解析が不可欠となる｡言わずもがなのこと
ではあるが,遺伝子とその支配を受ける生理的
特性との関係,個々の生理機能と相補的制御系
との間の相互作用に及ぼす遺伝子の働き,どれ
一つを取ってみても今後の研究において具体的
に解明されなければならない問題ばかりである｡
東北大学遺伝生態研究センターに期待するもの
古典的学問領域として知られるGenecology
には種生態学という訳語が当てられてきた｡し
かし,この分野が手がけてきた研究は,スウェー
デンのTurressonに始まる移植実験法(trans-
plant experiment)を用いた一連の生態遺伝
学的研究である｡近年,耕地雑草や栽培植物に
近縁な野生の随伴種の研究において,環境傾度
上に存在する種内集団に著しい局所的分化
(parapatric differentiation)が生じている事
例が報告されてきた｡ハルジオン集団に発見さ
れたパラコート抵抗性の系統の局所的分化など
ら,最近の発見によってもたらされた著しい-
例である｡
東北大学農学研究所は,設立以来一貫して作
物,雑草,土壌微生物や土壌環境の研究におい
て,数多くの歴史に残る実績を上げてきた｡機
能生態学が,遺伝学や生理学,生態学,並びに
雑草学や作物学を統合する形で登場してきた今,
装も新たに呼称も｢遺伝生態研究センター｣と
/改めた,研究センターが生物学の新しいこの分
野の研究において,今後の大いなる貢献をはた
されることを期待する次第である｡
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r
り移に漢とピカゲヒ
私がこれまで実験材料に使用してきたヒゲカ
ビ(Phycomyces blahesleeanus)は,接合菌
類のケカビ目に属しケカどやクモノスカビと同
じ仲間であるが,自然界では極くまれにしか兄
′~､
い出されていない｡菌糸には隔壁がなく,した
がって無数の核を含んだ原形質は菌糸の中を自
由に流動することができる｡この流動している
原形質の行先は,菌糸上に形成される,直径約
150〟m ,長さ10cm以上にも達する巨大な胞
子葉柄で,これは光,重力,ガス,気流,機械
的ストレスなど種々の環境要因に敏感に反応し
て屈曲運動や生長速度の変化を示す｡また,こ
のカビには(+)と(-)の2つの接合型があ
り,この両者の菌糸が遭遇すると互いの菌糸は
絡み合い,融合して受精卵とも言うべき接合胞
子を形成する｡しかし,このカビ自体が極くま
れにしか存在しないとすれば,実際に自然界で
このロマンスが成就する機会はほとんどないの
′ー　かもしれない｡
このカビは学問上,種々の興味ある問題を提
起する｡例えば,菌糸に光を一一定周期でくり返
し照射すると,これまでばらばらに形成されて
いた胞子嚢柄は秩序だって光刺激に呼応して形
成されてくる｡この場合,胞子葉柄は光が照射
された時点の菌糸の先端部に形成されるが,そ
こに胞子嚢柄が形成されるまでには約1日程か
かるため,実際に胞子葉柄が出現する頃には菌
糸の先端はその位置から更に先に進んでいるこ
とになる｡菌糸内に散在するすべての核は同じ
遺伝情報を持っていながら,菌糸の先端部とい
来て
東北大学遺伝生態研究センター
教授　　大　瀧　　　保
う環境の下にあった核だけが専ら光刺激に反応
して胞子葉柄形成に関与したと考えられる｡
一方,同じ菌糸内に遺伝学的に異なった他の
系統の薗株の核を種々の割合で人工的に挿入す
ることができる｡このような異核接合体(ヘテ
ロカリオン)は,もし両菌株が互いに異なる物
質を合成できないような欠損株であれば,互い
に欠損している物質を菌糸内で補い合って(相
補性),この個体は野生株の表現型を示すまで
に回復する｡例えばβ-カロチン合成欠損株の
白色株と赤色株は,それぞれ中間産物のフイト
エンとリコペンまでしか合成できないが,その
-テロカリオンはβ-カロチン合成能をほぼ正
常な迄に回復し,菌糸は正常な黄色を示すよう
になる｡
接合の結果生じた接合胞子中にも(+)株と
(-)株の核が無数に入るが,この場合は先の
-テロカリオンの場合とは異なって,核は互い
に柏手接合型の核を求めて合体しようとする｡
中には不運にして相手核と合体できないものも
存在するであろうo Lかし長い休眠期を経た後
まで生き残れるのは,わずか一対か二対の合体
核だけである｡接合胞子の中では,それが形成
される迄の華麗なロマンスとはうって変わって,
そこは生き残り競争の世界なのである｡しかも
生き残った核から分離してくる子孫の核は不完
全なものが多く,分離比は不規則である｡
さて,私がこのようなヒゲカビと共に赴任し
て来た農学研究所は,赴任して2週間後に全国
共同利用機関の遺伝生態研究センターに生れ変
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わった｡私はこのセンターを新しく構成する一
員としてヒゲカビをみた場合,いろいろと教え
られることが多いような気がする｡自分は種々
の形質に関して欠損株であるから,ヘテロカリ
オンを作って多くの人々から欠損部を補っても
らわなければならない｡この機関の一つの使命
も接合胞子のような生き残り競争のための場で
はなく,相補的な場を形成することにあろう｡
そのような環境の中にあって常に菌糸の先端部
に位置する核であり,光刺激に対するヒゲカど
の様に,学問の世界の新しい刺激に対して鋭敏
な感覚で反応し,胞子葉柄を分化できるようで
あらねばならない｡そしてその成果が世に出る
-おねがい一
〇センター通信は,本センターの活動状況の他
に,遺伝生態という新しい研究分野をめぐる
各地の研究者のアイディア,評論をはじめ,
研究上のトピックス,書評,関連学会ニュー
スなど多様な内容で充実させ,年数回発行さ
せていただきたいと願っております｡各位の
積極的なご投稿を心からお願い致します｡
○今回配布させていただいた方々の他にも,ど
希望の方に正本通信をできうる限りお届けさ
せていただきますので,ご連絡下さい｡なお,
連絡は本センター共同利用掛までお願い致し
ます｡
○センター通信の題字は東北大学学長,石田名
香雄先生の自筆です｡
頃,菌糸の先端と同様,更に前進している必要
がある｡私の師の一人である故Max Delbrtick
は,分子遺伝学の発展に貢献した一連のバクテ
リオファージの研究に対して1969年にノーベル
賞を受賞したが,その時には彼はすでに菌類の
世界に挑戦していた｡私たちはまた菌糸から分
化した胞子葉柄になっても,種々の刺激に対し
て前向きの屈曲反応をしていく必要がある｡
不安要素も多い中で,多くの人々の好意の下
で発足した遺伝生態研究センターは,しかしな
がら,厳しい冬を経て今開花しようとしている
研究室の窓外の桜の様に,希望の菅を今確実に　､ノ
ふくらませ始めている｡
○ @は東北大学遺伝生態研究センターのシン
ボルマークです｡また, IGEはInstituteof
Genetic Ecologyの略称です｡
霊芝tT,崇,警昭和63年(1988年,5月 
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